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私たち、僕たちは、
「男女の共同、協働」について

このように考えます！
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掲載されています
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A あまり感じるときがない。

A 家事は女性がするのが当たり
 前になっていること。

A 男性の育児休暇への理解が少
 ない。

 

A あまり男性、女性を区別したり、意識
 することはありません。

A 「ありのままの自分、自分らしく」が
 一番良い。そしてそれを尊重すべき。

A 男らしい女性、女らしい男性も社会
 で認められてきていると感じています。

Q1
「女らしく、男

らしく」につい
て 

どのように思い
ますか？

A 現在は、女性の社会進出や男性の
 イクメンが増加しているので、昔の
  考えにとらわれるべきではない。

A 家の事情にもよるので、どちらが
 どの役割でもよいと思います。

A 各家庭の自由だけど、育児放棄だ  
 けはしちゃいけないことは確か。

Q２
「男は外で働

き家族を養う、
女は

家を守る」をど
う思いますか？

A お互いを理解し、尊重しあうこと。

A 男性ができることは男性がやる、女性ができることは女性がやる、そし
 て、お互いの欠点を補い合い、長所を伸ばせたらいいなと思います。

A 女性が働きやすい環境で、男性も育児休暇をとりやすい環境が、まだ
 まだ不十分なので、協働のための環境づくりが必要だと思う。

Q５
男女が共同、協

働していくため

には、何が必要
だと思いますか

？

A お互いにできることを探して、協力
 し合っているイメージ。

A それぞれの利点が発揮できれば
 いいと思います。

A 収入面で厳しい部分があると、二
 人とも働いて協働しなければな
 らないんだなぁと感じています。

Q３
「男女の共同

、協働」につい
て、

何をイメージし
ますか？

黒高生の
アンケート

黒高生の
アンケート

結果
抜粋

私たちの意見を…

Q４
どのようなとき

に、「男女の

不平等」を感じ
ますか？

奥の深い問題ですね。

僕たちの考え方は…

お互いを理解するって大切だよね。

将来は、パートナーと協
力し合っていきた

いなぁー。

あまり男女の
差を感じな

いなぁー。

それぞ
れ家庭

の自由
だよね

。
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湯けむりリレー女将さん

 社長さん

出番で
すよ～

光雲荘

助け合い

お互いのあり方

光雲荘の

『今でしょ！』

●社長さん、女将さん、専務（社長の弟さん）

　の 3人で決めていらっしゃいます。

　  男女共同参画の特徴

●近所の人や従業員がお子さんをみてくれ

　て、地域の人たちに育てられた感じです。

　近所の人や従業員の人たちとは、家族ぐ

　るみの関係で、自営業のため周囲の協力

　がないと子育てはできないとのことです。

●今はお子さんも大きくなり（社会人の息子さ

　ん・大学生の娘さん）子育ては終わったそう

　ですが、昔はお互い空いている時間に子育て

　をして助け合っていたそうです。

　  必要なこと

●お互い気持ちよく働くためには、思いやり、　

　譲り合う気持ちが大切とのことです。

　例えば、二人同時に旅館を離れることは難し

　いので、女将さん同士のランチ会などにでか

　けるときは、社長さんは予定を入れず、旅館

　を守っています。

●特に区別することなくご一緒にやっているそ

　うですが、旅館は女性が前面に出る職種なの

　で、女将さんがメインで、社長さんにサポー

　トしてもらいながら切り盛りなさっています。

❸

　ネット予約が増えており、その中でも、

高齢者によるネット予約が最近多くなり

ました。これも時代の流れですね。

方向性の決定権

女将：君島　香 さん　　社長：君島　将介 さんに

　　　　　　　　　　　　しました　　　

かおる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさゆき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

インタビュー



お知らせ

県では、男女共同参画週間にあわせ、
「とちぎ県民のつどい」を開催します。

場 所：とちぎ男女共同参画センター「パルティ」

午前の部 １０時００分～１２時００分

男女共同参画地域推進グループ・団体等の発表

午後の部 １３時００分～１５時００分

記念式典・記念講演
演題：「女性も男性も息苦しくない社会へ

～男女共同参画社会の今とこれから」
講師：竹信 三恵子 氏

（ジャーナリスト 和光大学教授
東日本大震災女性支援 ネットワーク代表）

問い合わせ：栃木県青少年男女共同参画課
TEL ０２８（６２３）３０７４

市の男女共同参画行政に広く市民の意見を反映させるため、男女共同

参画審議会委員を募集しています。

役 割：市の男女共同参画の推進に関する重要事項や施策の実施状

況について調査、審議し意見を述べていただきます。

応募資格： ①那須塩原市に在住し、平成２５年４月１日現在満２０歳以

上の方

②年２回程度開催される会議に出席し、積極的な発言をして

いただける方

③市職員または市の他の審議会等の委員でない方

募集人数：２名

任 期：平成２５～平成２６年度

報 酬：市の規定により支給

募集締切：平成２５年６月２８日（金）

応募方法など、詳細については下記までお問い合わせください。

那須塩原市役所  企画部市民協働推進課  ☎0287－62－7019

那須塩原市男女共同参画審議会の委員を募集しています！

６月２３日から２９日は

男女共同参画週間です

●家族全員が協力して家事をして

いますか？

●１人だけに負担がかかっていま

せんか？

この週間を機に、全世代で日頃

の生活を見直してみませんか？

とちぎ県民のつどいとちぎ県民のつどいとちぎ県民のつどいとちぎ県民のつどい
６月

２３日

６月

２３日

日日

あ! 明日は
お父さんがゴミ出す

番だよー!

ゴミ集めっ
て

体力使うな
ーお母さん

１人で 毎週
やってたら
  大変だね!

次は
じーちゃんの
番だよ

じーちゃんの週は
あまりゴミを出さないで

くれよー!

❹
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わが家の助け合いリレー

素敵な家庭であるために、コミュニケーションをとり、相手の気持ちや

考え・思いを知ることも大切ではないかなぁ～と思います。そこで！今回

の若い人たちのパワーが詰まった「みいな」を手に取り、家族内のコミュ

ニケーションをはかるきっかけの１つとなれば・・・！！新しい絆が生ま

れるかもしれません。

本市では、６月２４日～２８日

まで、本庁舎の入り口で、高校

生が考える男女共同参画等のパ

ネル展示を行います。


